
多様なキャリアを支える組織とは 

―ジェンダーと若者の視点から考える―

一般社団法人GENCOURAGE

代表理事　櫻井彩乃

人材マネジメントと組織開発に関するワークショップ
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〈公職〉
・内閣府男女共同参画推進連携会議有識者議員
・内閣府第6次男女共同参画基本計画
　策定専門調査会ワーキンググループ
・政府税制調査会　特別委員
・財政制度等審議会 財政制度分科会　臨時委員
・内閣府本府政策評価有識者懇談会構成員
・こども家庭審議会委員
　基本政策部会
　こども・若者参画及び意見反映専門委員会
・東京都女性サポート連携会議委員
・第七期東京都男女平等参画審議会委員
・杉並区ジェンダー平等に関する審議会委員
・横浜市男女共同参画センター機能強化に関する検討部会
・奈良県こども・子育て推進アドバイザー　（こども・若者の意見聴取担当）
・新潟県「地域働き方・職場改革」の取組に係るアドバイザー

一般社団法人GENCOURAGE 代表理事

櫻井 彩乃

ジェンダー平等の実現に向けて、学びと行動の場を提供し、
若者の声が 社会を変える力となる環境をつくる

1月5日生まれ
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なぜ今、ジェンダー平等と若者の参画が不可欠なのか？

・政治・経済・教育・健康などあらゆる分野で、女性やLGBTQ+当事者、若者の声は十分に反映されていない

・家庭、学校、企業、地域などで性別による期待や役割による違和感を感じながらも耐えている人がいる

ユースをとりまく「見えない壁」
課題に気づいても、一歩を踏み出せなかったり、途中であきらめてしまう

その背景には、個人の努力だけでは越えられない「社会の壁」がある
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GENCOURAGEの取り組み

アドボカシー

プラットフォーム
研修・講演

学び・行動の場

サードプレイス





1dayジェンカレ



自治体との共同で政策提言

■目的：男女共同参画計画策定にあたり、若者から意見・アイデアを募り反映する

　　　『ヨコジェンVOICE』として横浜市の担当部局に届ける

■対象：30歳以下

■内容：

・みらいワークショップ：2040年の横浜市を考える

・世界、日本、横浜を知る（ジェンダー視点で考える）

・政策提言とは？提言内容を言語化

・地域の企業、団体、大学の先生から地域のことなどを聴く

・プレゼンテーション講座

※参加特典として修了証をお渡しする



ライフデザインセミナー：10~20代対象



2035年の

・多様性が尊重される

・若者が暮らしやすい新潟県

を考える

個人ワーク：ライフデザイン

・働くとは？何が大事？

・どこでどのように生きていきたい？

2035年の不安は？

個人・社会・地球

①こんな職場環境では働きたく

　ない！

②こんな職場環境で働きたい！

③職理想の職場を実現するための　

　アイデア

ライフデザインセミナー：セミナーを通じた意見聴取



出典：地方創生2.0の「基本的な考え方」（概要）（内閣官房）



出典：地域働き方・職場改革等の推進（内閣官房）©SAKURAIAYANO2025



02若い世代の意識
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©SAKURAIAYANO2025
内閣府男⼥共同参画局「⼥性活躍に関する最近のデータ」（令和4年10⽉4⽇）

https://www.gender.go.jp/kaigi/senmon/keikaku_kanshi/siryo/pdf/ka17-1.pdf

非婚就業の予想が

増加傾向（特に非正規）

「諦め」の広がり

「両⽴」を理想とする若者たち



©SAKURAIAYANO2025 内閣府男⼥共同参画局「⼥性活躍に関する最近のデータ」（令和4年10⽉4⽇　https://www.gender.go.jp/kaigi/senmon/keikaku_kanshi/siryo/pdf/ka17-1.pdf

「両⽴」を理想とする若者たち



家庭と仕事（キャリア）の優先順位付けについて、約7割が性別は関係ないと回答

厚生労働省「若年層における仕事と育児の両立に関する意識調査」より引用
©SAKURAIAYANO2025

「両⽴」を理想とする若者たち



厚生労働省「若年層における仕事と育児の両立に関する意識調査」より引用
©SAKURAIAYANO2025

仕事と子育てのジェンダー意識



線路を走る電車のような単線的なライフキャリアから
車のように複線的なライフキャリアを選べる時代へ

今
ま
で

こ
れ
か
ら

進学 就職 結婚 妊娠・出産

進学

就職
留学

結婚

仕事

妊娠・出産

子育て

理想と現実の差に戸惑う若者
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03現状
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©SAKURAIAYANO2025 出典：内閣府男女共同参画局　令和5年版男女共同参画白書

女性の雇用形態には構造的な“谷”がある

■M字カーブ：30代で就業率が落ち、その後回復する傾向（結婚・出産による一時離職を反映）

　L字カーブ：25～29歳ピーク後、正規雇用比率が緩やかに低下（復帰後も非正規になりやすい構造）

■有配偶女性の正規雇用比率は、未婚女性より顕著に低く、非正規雇用を選んだ理由として

　「家事・育児・介護と両立しやすいから」が育児期の20～40代で高くなっており、

　女性のキャリアと家庭の両立を阻む障壁が存在している

有配偶・未婚女性の正規雇用比率M字カーブ、L字カーブの状況

年収の壁

第3号被保険者

の問題も



©SAKURAIAYANO2025 出典：内閣府男女共同参画局　令和5年版男女共同参画白書

時刻区分別行動者率（平日、令和３（2021）年）（末子の年齢が６歳未満の共働き夫婦の妻と夫）

男女間の有償・無償労働時間に大きな開き



©SAKURAIAYANO2025

職場を含む地域社会の現状

「男は仕事・女は家庭」等の固定的な性別観に関わるアンコンシャス・バイアスが残っている

職場における課題

アンコンシャス・バイアス

（無意識の思い込み）
働き方の課題

男性は休日出勤・残業も厭わない？

男性は営業、女性は事務？

・採用等における男女差

・男女双方の長時間労働

・休暇休業の取得しづらさ

・与えられる仕事・職務が違う　など



思い込みや当たり前は個人の問題にとどまらず、社会の仕組みに影響する

女性は出産でキャリアを中断するかも

採用や昇進で機会が制限される

管理職・意思決定層に女性が少なくなる

「女性は向いていない」

 「女性は上に上がりたがらない」と見なされる

 ケア役割を担うのが“当然”とされる

男性は一家の大黒柱であるべき

長時間労働・転勤を前提とした働き方になる

育児や介護で働き方を調整すると評価が下がる

男性も柔軟な働き方を選びにくくなる

 家庭に関わる時間を取りにくい社会が続く

©SAKURAIAYANO2025

思い込みが社会のかたちになる



©SAKURAIAYANO2025

活動を通じて見えてきた「若者の不安」

若者との対話やワークショップから、以下のような課題やニーズが挙がっています

① 長時間労働

休めない雰囲気や属人的な働き方が常態化している

メンタルや健康面への影響を不安視する声が多い

② 柔軟な働き方

　例：転勤

家族・パートナーとのライフプランが立てにくい

「キャリアのためなら当然」という文化に違和感（しかし、昇進に影響する場合もあり悩ましい）

望まない転勤は転職の引き金に

③ ハラスメント（パワハラ・セクハラ・マタハラ等）

「相談しにくい」「言っても変わらない」「耐えるしかない」

小さな違和感が積み重なり、働き続ける意欲に影響

④ 若手の意見が尊重されない

若手の意見を聞く、尊重する文化がない

「過去にこうだった」「自分はこうやってきた」で提案が却下

意思決定に関わる機会が少なく、モチベーションが低下



©SAKURAIAYANO2025

活動を通じて見えてきた「若者の声」

⑤ 制度はあっても「実際には使えない」

有給休暇・育休休暇・介護休暇・生理休暇など取得しづらい雰囲気、周囲への遠慮、上司の理解不足

⑥ 年功序列・評価制度

年齢や勤続年数が重視され、成果や挑戦が評価されにくい

若手が責任ある仕事を任される機会が限られる（若手の役割の固定化）

「努力やスキルが正当に評価されない」という不満が蓄積

自分の能力を活かし、成長できると思えない→キャリアを見通せない

⑦ ジェンダーギャップ（賃金・昇進・役職登用）

「同じ仕事でも評価や昇進に差が出る」ことへの違和感

女性管理職・ロールモデルの少なさが将来の不安につながる

　（育休から復帰した上司が職場で冷遇されたり不利な扱いを受けているのを見て、将来に不安を感じる）

家事・育児負担が女性に偏ることでキャリアが制限される

公開データと自分の職場の現状にギャップを感じる

女性に求められる役割・男性に求められる役割が固定化されている

　（地方：女性は補助的な役割）



引用：厚生労働省「女性の活躍推進企業データベース」

ツール：女性の活躍推進企業データベース
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引用：経済産業省「中小企業のためのダイバーシティ経営」

ツール：ダイバーシティ経営を実現する６つの行動指針

©SAKURAIAYANO2025

https://www.meti.go.jp/policy/economy/jinzai/diversity/diversityleaflet.pdf


性別や、育児、学歴、家族構成、障害、国籍、地域あらゆる個性がハンデにならず、

誰もが自分らしく働き、最大限の能力が発揮される社会には、

ひとりひとりの多様性が受容され活躍する障壁を緩和する環境づくりや仕組み、

価値観のアップデートが必要不可欠



©SAKURAIAYANO2025

参考資料04



たとえば、私たちの身近なところでも

同じ仕事をしても男女で給料が違う

家事や育児の負担が片方に偏る

政治や会社の意思決定の場に女性が少ない

 そうした“見えない差”をなくしていくことを指します

©SAKURAIAYANO2025

性別に基づく構造的な格差を正し、

 あらゆる人が自分の能力を十分に発揮できる社会をつくること

 →性別によって機会や役割、評価が左右されない社会にすること

女性だけを支援することではありません。家事を担う男性も、働く女性も、

みんなが「性別に縛られず、自分らしく生きられる社会」をめざすことがゴール

「ジェンダーギャップ解消」とは



■男性の2人に1人（52.2%）が20代で豊岡に帰ってきているのに対し、

　女性は4人に1人（26.7%）しか帰ってきていない

　→若い女性は、｢豊岡で暮らし、働く価値｣を見出していない

■「豊岡に戻っても、管理職は男性ばかりで女性が活躍できる仕事がなさそう」

　「地域活動の中心は男性ばかりで女性はお茶くみや片付けなど、補助的な役割」

■平均年収などのデータでも男女間の大きな格差

　平均年収　男性：412万円　女性234万円　自治会長　男性：360人　女性：0人

引用「豊岡市ジェンダーギャップ解消戦略」 戦略体系図（概要版）©SAKURAIAYANO2025

若い女性がすーっとまちからいなくなってた



©SAKURAIAYANO2025

男性への期待、女性への期待から性別によって、与えられる仕事・職務が違う

（無意識・慣例的にそうなっている）

40代女性・23年の職歴 40代男性・19年の職歴

引用：豊岡市ジェンダーギャップ解消戦略

豊岡市職員の職歴と経験業務の男女比較



©SAKURAIAYANO2025

女性が女性であるという理由だけで その能力を発揮できないとすると...

人口減少の加速

⇒まちの消滅
経済的損失

社会的損失
公正さの欠如

（フェアじゃない）

何が問題なのか？



©SAKURAIAYANO2025

豊岡市のワークイノベーションの取組み

職場を切り口に 「豊岡市ワークイノベーション戦略（2018～2027年度の10年計画）」

めざす将来像

「ありたい姿に向かって、いきいきと働く女性が増えている」KPI：女性従業員の3分の2以上が

「働きやすくて働きがいがある」と評価している事業所の数目標値：2027年度：50社

■ワークイノベーション推進会議を設立

市役所を含む市内16事業所

→124事業所（2025.5.31現在）

■ワークイノベーション戦略の進め方

引用：豊岡市ワークイノベーション戦略パンフレット 
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